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会長  佐藤 宏一(ＳＡ１８期) 
皆様 明けましておめでとうございます。 

  新たな気持で新年を迎えられたことと思いま

す。世界の動きは、大国の大統領改選期をむ

かえ、平和への動きが、大きく変化する気配が

感じられます。国内の政治も不安定さをぬぐい

きれません。大阪は、知事選を控え行政の舵

取りも変化することが予想されます。 
私は、年度始めにあたり、ボランティア活動を

継続していくには、人と人との交流、心と心の

ふれあい、信頼関係の構築が欠かせないこと

だと申し上げました。この一年間は、各懇談会

を通じて、新たな組織の立上げとボランティア

活動の活性化が出来つつあると思っておりま

す。一般市民の参加を含めた「心ふれあいネ

ット」が立ち上がりました。 

「高齢者ケア」、「子どもの健全育成」、「コミュ

ニティーづくり」の 3事業が具体的な形で展開

され始めました。チャレンジ講座は、吹田市、

大阪府行政との協働で推進することが出来て 

います。 
昨年 12 月にSA 養成講座 20 期生との交流会

を行いました。吹田市在住の受講生は 14 名

おります。国際交流活動 5 名、健康増進4 名、

都市環境 3 名、世代間交流 1 名、産業支援シ

ニア 1 名です。本年3 月に修了後は、私たちと

ボランティア活動を共にできるようにお願いを

致しました。新たな講座が加わりました。大きな

活性化の力になってもらえるものと期待してお

ります。 
私たちはそれぞれ、活動するフィールドは

違っても、ボランティアという「志」は、共通のも

のです。自らの知識、経験、技能を活用し、福

祉施設や地域社会が求めるニーズに適したボ

ランティア活動を推進し、地域社会に貢献して

いきたいと思います。 

皆様が健康に留意しながら、明るく、楽しく活

動を続けられるようお願いいたします。

 
 
 
 
                                        奥谷 英夫（ＳＡ16 期） 

ＳＡ吹田の国際交流活動グループが計画し

た、小学校での国際交流プログラムの第１回

活動を１１月２４日（土）午後２時から青山台小

学校多目的ホールで開催し、小学生一年生か

ら五年生までの子ども１７人と保護者５人、森

校長ほか６人の教師、ボランティア８人、大阪

大学で学ぶ国費留学生４人（メキシコ・ブラジ

ル・フランス・ロシア）が参加し、１時間４５分の

時間をこども達に楽しんでもらうことが出来まし

た。今回の企画は一井さん（１７期生）と奥谷

（１６期生）の２名が担当し、森校長も一緒に事

前に２度に亘り留学生と面談し、企画内容の

検討を行い、「世界の留学生とお話をしよう」の

タイ ト ル

でこ ど も

達 に 参

加 を 呼

びかけ、

自 主 的

に 参 加

を申し込

んだこど

も１７人が留学生とのびのびと話しをし、目的と

した小学生と留学生との交流は果たせたと評

価していま す。 
実施内容は４つのグループに分かれ留学生が 
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 持 参 した パ

ソコンや写真

で母国を紹介

し、日 常使用

する挨拶言葉

や数字の読み

方を日本語で

分 かり 易 く 指

導し、こども達

や保護者が一

生懸命に復唱

する姿がテー

ブル ごとに見

られました。途中にグループの席替えを行い、

２カ国の留学生との交流を経験してもらった。 
後半には、フランスとロシアの２名の女性がフ

ランス語の数え歌と「カチューシャ」を披露し、

お返しにこども達が校歌を歌ってくれました。

続いて、留学生が母国のジャンケン遊びを紹

介しこどもたちが剣玉遊びを紹介すると、留学

生も子どもたちの指導を受け、器用に剣玉遊

びをしていました。 
最後に、今回の企画を担当した奥谷が主催

者を代表して挨拶を述べ終了しました。終了

後に校長室で、留学生やボランティアも一緒

に事前に用意された焼き芋を戴き、残った分

を留学生会館にお土産として頂き、喜んで持

ち帰りました。今回は第１回目の企画でもあり、

吹田ケーブルテレビに取材を依頼し、１１月３０

日から１２月６日までの一週間吹田市の広報

番組で放送され、ローカル紙の千里タイムズ

にも地域の話題のコーナーに掲載され、「ＳＡ

吹田」の広報活動の面からも成果があったと評

価しています。 
 
 
 
 
 

 

 
チャレンジ講座は、「心ふれあい歌体操」講

座が先行し、第１回は 11/16 第２回は 12/15
に総合福祉会館において実施しました。 

第２回もＳＡ吹田および一般市民３７名の皆

さんが２時間にわたり、「イン吹田」のリーダー８

人による実技指導をうけました。一般市民のリ

ピーターの皆さんは慣れもあり、とても楽しそう

でした。 
続いて１・２・３月に指導者養成を目的に、寺

島龍子先生による講座３回シリーズが始まりま

す。また、同じく松井鴻先生による「おもちゃづ

くり」指導者養成講座３回シリーズを、１・２・３

月に開催いたします。これは１７期・１８期・１９

期・２０期生を軸に 新たな指導者を養成する 
 

 

ことが目的ですので、各期最低５名以上の参

加を期待しています。 
尚、国際交流関係の講座は、澤山利広先生を

講師として折衝中です。

＜今後の講座開催予定＞ 
１

回 歌 体 操 11/16 （実施済） 

２

回 〃 12/15 （実施済） 

３

回 〃 1/18 寺島龍子先生 講座 

（その１） 
４

回 〃 2 月    〃        
（その２） 

５

回 〃 3 月 〃         
（その３） 

６

回 お も ちゃ 1/15 松井 鴻先生 講座 

（その１） 
７

回 〃 2 月 〃        
（その２） 

８

回 〃 3 月    〃        
（その３） 

９

回 国際交流 ? （計画中） 

 

寺島龍子先生 「心ふれあい歌体操」１月講座 
日 時： H．２０．１．１８（金） １３：００~１７：００ 
場 所： 千里市民センター (南千里) 
実 行： イン吹田いきいき歌体操のリーダー 
松井 鴻先生 「おもちゃづくり」１月講座 
日 時： H．２０．１．１５（火） １３：３０~１５：３０ 
場 所： 総合福祉会館 
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    △▽ 国際交流懇談会 子ども健全育成活動報告 ▽△ 
                                   

  田原 美佐穂 （ＳＡ１９期） 

１ ２ 月 ７ 日

（金）吹田市立

千里第三小学

校で外国の方

４人を招いて５

年生１４４名（４

クラス）を対象

にして “外国

の文化や遊び

を 知 ろ う ” と 

いうテ ー マ の

もと授業 の一

環として３時限目と４時限目を利用しての取り

組みを行いました。 Guest teacher として外

国の方４名、ＳＡ吹田スタッフ５名、各外国の方

にＳＡ吹田スタッフが１名ずつ交代で付きまし

た。３時限目は “外国の文化を知ろう”という

授業で中国の謝さん、福田さんは黒板に中国

の地図を描いて国の大きさの説明、写真集を

見せて兵馬傭や建物の説明、遊び道具で遊

び方など。パキスタンのウズマさんは民族衣装

を着てこられ、お国の紹介、生活習慣、例えば

パキスタンでは朝起きると一番にお祈りして食

事をして学校に行くなど。スリランカのウッパラ

さんはパワーポイントを使ってパキスタンの生

活習慣（食事の食べ方）、小学校の学習など

の紹介。２０分で児童とＳＡスタッフが教室を移

動して４クラスが同じ経験をしました。 ４時限

目は全児童が体育館に集まり４クラスに分かれ

て、中国コーナーでは羽根けり、主に身体を

動かしての遊びなど。スリランカコーナーでは

黒板に象の絵を描いて目隠しをして目を描き

入れるゲームは思わぬところに描いたりと児童

は嬉々としていました。それとウッパラさんは児

童用のカラフルな可愛い民族衣装を持って来

られて児童は色々と着てみて楽しそうでした。

男子児童もパープルの女子用の衣装がとても

気に入って微笑ましい姿でした。パキスタンコ

ーナーでは裏表緑と赤の折り紙を使ってのクリ

スマスツリーやボールゲームを教えていました。

ここでも２０分で児童が他のコーナーに移動し

どの遊びも各コ

ーナー の遊び

を体験しました。 

児 童 た ち の 

“ 時 間 が 短

い！” という声

も聞こえてきま

した。給食も外

国の方とスタッ

フが一緒にクラ

スで食べました。

そ の時 間 でも

児童は中 国の

漢字を黒板に書いてもらってノートに写してい

ました。スリランカのウッパラさんは児童の名前

をスリランカの字で書いてあげたのが大変人

気だったそうです。全体として感じたことは児

童の皆さん外国への関心の深いことに驚きま

した。 千里第三小学校では授業の一環でし

たので学校との打ち合わせが大変でしたが、

学校側の多大なご協力で無事終える事が出

来ました。このような取り組みこれからも続けて

いきたいと思います。

 
千里高校エコ工作・高齢者交流会に参加 ◇◆◆◇ 

小北 月子 （ＳＡ13 期） 
恒例の千里高校エコ工作・高齢者交流会が、

11 月 26 日から 30 日まで（27 日は除く）1 年

生 7 クラス 280 名の生徒を対象に、実施されま

した。「高齢者とともに生きる」というテーマで、

２階の家庭科教室にて、竹細工の箸と竹とん

ぼを作りながら、いきいきと暮らす高齢者の話

を聞き、お互いの交流を深めるのが授業の趣

旨となっています。今年の材料の準備は、11

月 20 日、千里高校裏の公園の竹を吹田市緑

化公園課にお願いして伐って頂き、公園内で

山地さん、丹羽さん、八木さん、熊田さん、林

さんの 5 名の方々が生徒たちに細工しやすい

ように切り、千里高校で保管しました。第１日目

の２６日は、午前の部は予定より１０分遅れの

10 時 30 分から始まり、12 時 15 分まで、午後

の部は 13 時 5 分から 14 時 45 分までとなりま
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した。 
始 めに

西田先

生が生

徒 た ち

に授業

の趣旨

説 明 を

し 、 続

いて参加者の自己紹介、丹羽さんからＳＡ吹

田の説明と現在の活動状況などの報告があり

ました。続いて山地さんが作り方の説明を行い

ました。竹の性質による切り方の注意説明をし、

生徒たち 40 名は 4 名ずつに分かれて座り片

手にナイフ、もう一方の手に軍手をはめ竹の

箸を削る作業から始めました 
午前の部は文系のクラスで女生徒が多く、

男子女子生徒に関わらず竹を削るのは初めて

で、鉛筆もナイフで削ったことがないという生

徒がほとんどでした。はじめは慣れない手つき

で恐る恐る削っていましたが、少しずつ要領が

分かって来て、無心に作業を続け、なんとか箸

らしきものが出来上がりました。続いて竹とん

ぼづくり、竹が硬く削りにくくバランスよく削るの

に悪戦苦闘で、時間内に出来上がらない生徒

もいましたが、後は家での宿題ということになり

ました。 
午後の部は、13 時 5 分から午前と同じよう

に始まり、奥谷さんが自身の活動報告、今後

の日本の少子高齢化による人口比率の変化

などをあげ、高齢者の役割などの話をすると生

徒たちは静かに真剣に聞き入っていました。

理系クラスで男子生徒が多いようでしたが、や

はり竹を削るのは初めてということで午前のクラ 

スと変わりなく、ナイフの持ち方、削り方をアド

バイスしました。 
私たちも午前の部で気づいたことを活かし、生

徒たちが細工しやすいように工夫をしたせい

か、竹の箸も竹とんぼもほとんどの生徒が時間

内に完成することが出来ました。生活の変化

により、ナイフを使わない、持たない時代にな

って不器用な子どもたちが増えています。ボタ

ンひとつ押すだけで何でも出来る時代、これ

で本当にいいのかと考えさせられました。 
1 日一緒に作業をしてどの生徒も静かに話を

聴くことが出来、礼儀正しくこちらのアドバイス

を素直に聞き、かならず有難うございますとい

う言葉が返って来ました。休憩時間に廊下で

すれ違うときも、皆こんにちはという挨拶があり、

さすがは千里高校の生徒だと、すがすがしい

爽やかな気持ちで、授業を終えることが出来ま

した。参 加者は午前 の部  丹羽(12) 山地

（12）増山（13）、村上 （19）奥谷（16）河田

（17）高木(11) 桝田（19）本田（19）新崎（20）

服部（12）小北（13）       １２名  

  午後の部 丹羽(12) 山地（12）高橋（12）

八木（16）奥谷（16）河田（17）高木（11）桝田

（19）本田（19）服部（12）小北（13） １１名 
    

           

ＳＡ１３期生  ＳＡ吹田に入会して   岩城 延重 （ＳＡ１３期） 
ＳＡ13 期生として何か原稿をと依頼を受けま

したが、13 期生としてのグループ活動は致し

ておりません。平成 13 年 3 月シルバーアドバ

イザー養成講座を終了致しまして、ＳＡ吹田に

加入した当初、前、入江会長より吹田の立て

直しを依頼されまして動き始めましたが、協力

者も少なくグループリーダーとしてのリーダー

シップを発揮できませず、全てをＳＡ初代会長、

丹羽史朗氏に委ね現状に至っております。た

だ 13 期生と致しましては、個人活動は歌体操

で、三馬さん、稲岡さんがＳＡ受講前より歌体

操を松風園などで実施活動なさっており、現

在も引き続きご活躍中です。 

私も彼女たちに刺激を受け養成講座中に歌

体操を習得、終了後に寺島龍子先生の所に

通い習得し、グループ友楽に加入し活動を開

SA吹田 グループ 活動報告シリーズ   第５回 
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始致しました。私たち 13 期生の受講中の活動

は｢豊かに感動を‐21 世紀への貢献｣と題した

平成 12 年度シルバーアドバイザー養成講座 1

年の歩み～として 2001･3 月に発行されたシル

バーアドバイザー養成講座 13 期生学生会発

行にどの様な学校生活を送ったか、1 年の思

いも述べておりますので、お目透視賜りますれ

ば幸甚に存じます。終了して 6 年経ちますが、

個人としてグループに加入しグループの中で 

活動に終始しております。 

 因みに加入グループは、歌体操関係で、グ 

ループ友楽（吹田老健）、みのりの会（つくも老 

     

健）イン吹田いきいき歌体操、老大歌体操クラ

ブ、おもちゃ作り関係では、サア２１吹田、おも

ちゃ作り市民塾、その他活動は、大阪府老人

大学北同窓会吹田支部、地域福祉活動部(総

合福祉会館内障害者デイサービス・サツキ作

業所喫茶支援等）吹田市ボランティア連絡会

会計、吹田市ボランティアセンターコーディネ

イター（月 2～3 回当番で活動）、以上が私の

現在の活動です。 

現在地域で何らかのグループを立ち上げた

く試行錯誤中です。高齢者・子供相手などを

考えております。その節はご協力下さい。

 
  

 ２０年度の新しくＳＡ養成講座を受け入れる
募集が 1 月の府の広報に掲載される予定で
要項は年齢制限の引き下げ検討し、ボランテ
ィア活動の活性化に結びつけたい、事前説明
会は 3 月 27(木)、28(金)、31 日(月)で社会福祉
会館である。ＳＡスキルアップ研修会の開催で
大阪府、ＳＡネット大阪、ＳＡ連協共催で講座

を開催することに決定する。第 5 回地区ＳＡプ
レゼンテーションがあり、 堺市、八尾市、高
槻市が発表した。そのうち八尾市はボランティ
ア登録して 3 年半で市長表彰を受ける栄誉に
属した。ＳＡ歌体操まつり（仮称）がＳＡ連協主
催で２月２９日（金）に東梅田学習ルーム体育
館で開催される。 

 
 

１ 心ふれあいネット関連 

・チャレンジ講座の件について        、

歌体操コーディネータ研修・おもちゃコーディ

ネータ研修・ 国際交流コーディネータ研修 

（別項に関連記事記載） 

・プログラム作成推進の件について、「弘済院

第一特養」、「グループホームたんぽぽ」とも

に 1 月より試行（共同プロジェクト） ①弘済院  

歌体操月 1 回程度から/認知症利用者対象/  

報酬はなごみの会（家族会）と交渉要 ②たん

ぽぽ  現在の喫茶サービス（毎土曜）と抱き

合わせで月 1 回から/歌体操ほか/  必要な

範囲での報酬（費用負担）ＯＫ

 

２ 北山田小学校－むかし遊びの件
・北山田小学校 １年生７２名対象  ビニー
ル凧つくりと凧揚げとむかしのおもちゃ遊びな 
 ど･１月１７日(木) ９：３５～１２：００ ２時限、     

３時限目 集合 ９：００  
・保護者会、あいあいクラブ、ＳＡ吹田合同の
活動とする。

 

  

 

①歌体操懇談会・  吹田市歌体操ボランティ

ア講座（講座と実技指導） 講座も実技も好評 

３５名 うち初心者１０名 ・第２回 申込者２０

名 前回からの継続者１３名 

②おもちゃ懇談会・  市役所で凧つくりを１月

４日(木)、東佐井寺小では凧つくりを１月１６日

（水）、北山田小でむかし遊びを１月１７日(木)

に、市立博物館のおもちゃ作りは２月２４日

(日)、いのっこ祭りは３月８．９日にある。 

心ふれあいネット－おもちゃ役員  総責任者 

松川、実行責任者 熊田・おもちゃ特別会計の

ルールを近々定める。 

③国際交流懇談会・   青山台小学校１１月

２４日土曜の課外活動で１～５年生１７名が参

加し総勢 ３４名 留学生（メキシコ、ブラジル、

フランス、ロシア）４名 各国の挨拶、数え方、

じゃんけん、歌の交換などグループで交流・千

里第三小学校 １２月７日（金） ５年生１４４名

12月14日 役員会報告 

１２月度SA連協理事会報告 

懇 談 会 報 告 
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の授業（３時限、４時限） 外国人（中国、パキ

スタン、スリランカ）４名 四クラス順に教室で

各国紹介、体育館で遊び紹介、給食とＱ＆Ａ

で交流をした。 

④ブロック長懇談会 アンケート回収は １ブロ

ック 60％、２ブロック 70％、３ブロック 66％、４ブロック

60％ 全体 60.8％の回収率、これより集計に

入る⑤広報ＨＰ部会  報告事項なし 

 

◇◆ アンケート回答ご協力ありがとうございました。◆◇ 

おかげをもちまして、個人名記入にも拘らず

目標の数値に達する回答があり、今後の参考

にさせていただきます。回答頂いた用紙の内

容はデータ以外、個人情報を守り使用致しま

せん。 
集計結果は後日お知らせいたします。 

 
◎ １月１１日(金)  SA 吹田役員会   10:00~12:00   総合福祉会館第一会議室 

    ＳＡ吹田  主な活動予定欄（１月～２月）   （参加希望者は担当者へ連絡を） 
曜 行     事 時  間 場  所 担当者 １月 

日  おもちゃ作り            担当者の電話番号は名簿から調べてください。 
4 金 昔の遊び(ぐにゃぐにゃ凧つくり) 10:00~12:00 吹田市役所 丹羽史朗 
12 土 ＳＡ吹田おもちゃ作り市民塾 10:00~12:00 北千里公民館 小北月子 

  15 火 「おもちゃづくり」講座 13:30~15:30 総合福祉会館 熊田真也 
  １６ 水 凧づくり 13:00~15;00 東佐井寺小学校 八木秀雄 

17 木 昔のおもちゃ遊び 9:30~12:00 北山田小学校 丹羽史朗 
 歌体操 教室  担当者の電話番号は名簿から調べてください。  浦井０６－６３８３－７８８４ 

11.25 金 「みのりの会」歌体操 13:30~15:30 佐竹台ＯＰＨ集会室 浦井恵子代行 
12 土 シニア体操グループ「花｣研修会 13:30~15:30 吹田市民会館２Ｆ 亀岡房子 
18 金 「心ふれあい歌体操講座」（その１） 13:30~15:30 南千里市民センタ 橋本一江 
23 水 イン吹田・12 月定例会。練習会 10:00~12:00 総合福祉会館 橋本一江 
 その他教室              担当者の電話番号は名簿から調べてください。 

16.30 水 脳・五感を活性化する「華金塾」 13:30~15:40 あいほうぷ２F 新地秀生 
曜 行     事 時  間 場  所 担当者 ２月 

日  おもちゃ作り            担当者の電話番号は名簿から調べてください。 
9 土 ＳＡ吹田おもちゃ作り市民塾 10:00~12:00 北千里公民館 小北月子 
24 日 親子体験講座 「やさしいおもちゃつ

くりと謄写版体験」 

10;00~15:３0 吹田市博物館 
八木秀雄 

 歌体操 教室  担当者の電話番号は名簿から調べてください。   
8.22 金 「みのりの会」歌体操 13:30~15:30 佐 竹 台 住 宅 供 給 公 社  ２棟 長田 

9 土 シニア体操グループ「花｣研修会 13:30~15:30 吹田市民会館２Ｆ 亀岡房子 
12 火 「心ふれあい歌体操講座」（その２） 10:00~12:00 メイシアター 橋本一江 
27 水 イン吹田・12 月定例会。練習会 10:00~12:00 総合福祉会館 橋本一江 
 その他教室              担当者の電話番号は名簿から調べてください。 

13.27 水 脳・五感を活性化する「華金塾」 13:30~15:40 あいほうぷ２F 新地秀生 

{編集後記} 明けましておめでとうございます。昨年は多大なご協力ありがとうございました。

新しい年を迎え会員皆様の益々の活躍と健康を祈願し、今年も皆様の一層のご協力をいた

だいて、見やすくて読みやすい、より親しみのもてる広報づくりに努力しいと思います。なお今

月号よりＳＡ吹田通信の月号は記載せず、発行番号だけでいくことになりました。（広報） 


